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江
戸
東
京
博
物
館
に
は
、
静
観
房
好
阿
（
一
六
九
八
〜
一
七
六
九

１
）
作
の
『
怪

談
楸
笊
』
と
い
う
版
本
が
あ
る
。
民
俗
学
者
・
児
童
文
学
研
究
者
の
藤
沢
衛
彦
旧
蔵

「
藤
沢
文
庫
」
の
蔵
書
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
引
き
取
っ
た
武
蔵
野
文
化
協
会
か
ら
当

館
の
分
館
で
あ
る
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
の
前
身
「
武
蔵
野
郷
土
館
」
収
蔵
を
経
て
、

現
在
は
当
館
が
寄
託
を
受
け
て
い
る
資
料
で
あ
る
２

。
題
名
の
通
り
、
怪
談
を
ま
と

め
た
怪
異
小
説
で
あ
り
、
四
一
編
の
怪
談
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
明
和
四
年

（
一
七
六
七
）
に
出
版
さ
れ
、
以
後
再
版
本
も
確
認
さ
れ
て
い
る

３
。『
怪
談
楸
笊
』

自
体
は
、
静
観
房
好
阿
が
著
し
た
『
諸
州
奇
事
談
』（
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
刊
）

の
本
編
を
そ
の
ま
ま
に
、
挿
絵
を
差
し
替
え
、
新
た
な
序
文
を
付
し
て
出
版
し
た
改

題
本
で
あ
る
。『
諸
州
奇
事
談
』
に
つ
い
て
は
他
に
も
、『
怪
談
楸
笊
』
出
版
以
前
の

宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
に
は
『
豊
年
珍
話
談
』
が
、
以
後
に
は
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
に
『
夭
怪
奇
変
』
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
後
摺
本
も
出
版
さ
れ
て
お
り
、

好
阿
の
怪
異
小
説
の
人
気
振
り
が
窺
え
る
。

　

江
戸
時
代
に
お
け
る
怪
異
小
説
は
、
出
版
文
化
の
発
展
と
と
も
に
広
く
人
々
か
ら

人
気
を
博
し
、
浅
井
了
意
に
よ
る
『
伽
婢
子
』（
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊
）
を

さ
き
が
け
と
し
て
、
続
編
や
類
書
が
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。
明
代
に
著
さ
れ
た
『
剪

燈
新
話
』
な
ど
の
中
国
伝
奇
小
説
を
翻
案
し
た
怪
談
を
収
録
す
る
怪
異
小
説
が
、
江

戸
時
代
前
期
の
文
学
に
与
え
た
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
く

４
、
以
降
、
都
賀
庭

鐘
の
『
英
草
紙
』
や
上
田
秋
成
の
『
雨
月
物
語
』
と
い
っ
た
怪
談
読
本
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
。

＊
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
学
芸
員

【
資
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紹
介
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観
房
好
阿
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楸
笊
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に
つ
い
て
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―
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江
戸
時
代
前
期
の
怪
異
小
説
に
登
場
す
る
怪
異
や
舞
台
と
な
る
地
域
は
作
品
に
よ

り
様
々
だ
が
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
仏
教
唱
導
的
な
要
素
や
、
勧
善
懲
悪
、
因
果
応

報
と
い
っ
た
よ
う
な
教
訓
的
要
素
を
含
ん
で
い
る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。『
怪

談
楸
笊
』
も
こ
う
い
っ
た
内
容
が
多
分
に
含
ま
れ
て
お
り
、
怪
異
小
説
は
こ
う
し
た

教
訓
性
に
意
義
を
見
出
し
て
い
た
と
さ
れ
る

５
。

　

怪
異
小
説
が
広
ま
っ
た
ほ
ぼ
同
時
代
に
教
訓
性
を
主
題
と
し
て
庶
民
教
化
を
掲
げ

た
出
版
物
の
ひ
と
つ
に
、
談
義
本
が
あ
る
。
談
義
本
と
は
、
社
会
を
滑
稽
に
風
刺
し

な
が
ら
通
俗
的
な
教
訓
を
示
す
小
説
で
、
十
八
世
紀
中
頃
に
江
戸
を
中
心
に
広
く
流

行
し
た
。
な
か
で
も
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
刊
『
当
世
下
手
談
義
』（
以
下
、『
下

手
談
義
』）
は
、
狭
義
の
談
義
本
の
祖
と
さ
れ
る

６
。
こ
の
『
下
手
談
義
』
の
著
者

こ
そ
が
、『
怪
談
楸
笊
』
な
ど
を
著
し
た
静
観
房
好
阿
で
あ
っ
た
。
好
阿
は
怪
異
小

説
で
示
し
た
教
訓
性
を
踏
襲
し
て
、
談
義
こ
そ
を
主
題
と
し
た
『
下
手
談
義
』
を
著

し
た
と
言
え
る
。

　

小
稿
で
は
、『
怪
談
楸
笊
』
の
概
要
と
と
も
に
江
戸
東
京
博
物
館
の
寄
託
本
を
紹

介
し
、
好
阿
の
怪
談
に
見
ら
れ
る
教
訓
性
と
、
怪
異
小
説
か
ら
談
義
本
へ
の
展
開
に

つ
い
て
、
先
学
の
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

一　
『
怪
談
楸
笊
』
の
概
要
と
書
誌
情
報

（
一
）
概
要

　
『
国
書
総
目
録
』
で
『
怪
談
楸
笊
』
の
項
を
引
く
と
、
著
者
は
静
観
房
好
阿
、
明

和
四
年
（
一
七
六
七
）
成
立
と
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
出
版
に
際
し
て
好
阿
に
よ
り
新

た
に
付
さ
れ
た
序
文
の
「
明
和
ひ
の
と
の
い
の
春
」、
そ
し
て
奥
書
の
「
明
和
四
年

ひ
の
と
い
の
春
」
の
記
載
か
ら
見
て
取
れ
る
。
全
五
巻
に
四
一
編
の
怪
談
が
収
め
ら

れ
て
お
り
、
奥
書
に
「
東
都
書
林 

竹
川
藤
兵
衛

７
版
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
の

版
元
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
複
数
の
現
存
本
の
う
ち
、
版
元
が
異
な
る
再

版
本
も
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
と
す
る
。

　

題
名
の
「
楸こ

ま
さ
ら
へ笊

」
は
、
落
葉
を
か
き
集
め
る
、
ま
た
は
土
を
均
す
と
い
う
「
こ
ま

ざ
ら
い
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
好
阿
が
記
し
た
序
文
か
ら
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
（
傍
線
筆
者
）。

　

�

か
け
ど
も
落
葉
の
盡
せ
ぬ
は
誠
な
り
松
の
葉
の
と
、
謡
初
の
酒
機
嫌
に
廻
ら
ぬ
舌

で
、
咄
下
手
の
、
か
び

８
の
生
た
怪
談
も
、
聞
上
手
の
世
上
の
君
子
と
、
八
百
萬

の
書
林
達
諸
共
に
、
這
は
新
や
、
珍
ら
し
や
と
、
そ
し
ら
ぬ
風
流
で
一
杯
づ
ゝ
聞

召
と
申
事
の
由
を
小
男
鹿
の
八
つ
の
御
あ
た
ま
振
立
て
、
笑
給
へ
弘
め
て
た
ま
え

�

恵
方
の
道
の
端

�

道
陸
神
の
別
当

�

静
観
房

�

明
和
ひ
の
と
の
い
の
春

　

冒
頭
部
分
は
能
の
「
高
砂
」
の
一
節
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
こ
ま
ざ
ら
い
」
と
は
、

「
高
砂
」
の
尉
が
手
に
す
る
福
を
か
き
集
め
る
と
い
う
縁
起
の
い
い
熊
手
の
こ
と
を

指
す
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
序
文
は
、
正
月
の
酒
に
酔
っ
た
回
ら
な
い
舌
で
話
す
「
か

び
の
生
た
怪
談
」
と
続
く
。『
怪
談
楸
笊
』
は
、
好
阿
が
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）

に
著
し
た
『
諸
州
奇
事
談
』（
江
戸
・
須
原
屋
平
左
衛
門
版
）
の
改
題
本

９
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
版
木
を
同
じ
く
す
る
本
編
は
挿
絵
以
外
『
諸
州
奇
事
談
』
か
ら
変
わ
ら

ず
、
序
文
が
『
怪
談
楸
笊
』
の
た
め
好
阿
に
よ
っ
て
改
め
て
付
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、「
か

び
の
生
た
怪
談
」
と
は
、『
諸
州
奇
事
談
』
で
既
に
語
り
古
さ
れ
た
怪
談
を
指
し
、

― ―
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そ
う
し
た
怪
談
で
あ
っ
て
も
、
書
林
た
ち
と
共
に
読
者
は
笑
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
、
読
み
手
へ
の
期
待
が
好
阿
な
り
の
軽
快
な
言
い
回
し
で
表
現
さ
れ
て

い
る
。

　
『
怪
談
楸
笊
』
に
収
録
さ
れ
た
四
一
編
の
怪
談
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
章
に
後
述

と
す
る
が
、
そ
の
大
半
に
因
果
応
報
や
悪
行
へ
の
戒
め
な
ど
の
教
訓
性
、
あ
る
い
は

神
仏
の
功
徳
や
回
向
の
重
要
さ
な
ど
を
説
く
唱
導
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
四
一
編
の
う
ち
、
一
〇
編
に
『
諸
州
奇
事
談
』
と
は
異
な
る
挿
絵
が
付
さ

れ
て
お
り
、
巻
五
「
江
州
の
勇
者
」
の
挿
絵
に
「
右
十
葉 

北
尾
重
政
画
」【
図
13
】

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
浮
世
絵
師
で
北
尾
派
の
祖
で
あ
る
北
尾
重
政
（
一
七
三
九
～

一
八
二
〇
）
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
重
政
は
錦
絵
や
肉
筆
画
に
比
べ
、
絵
本
や
草

双
紙
の
挿
絵
を
数
多
く
手
が
け
て
お
り
、
本
書
の
挿
絵
の
う
ち
、
特
に
怪
異
の
絵
に

つ
い
て
は
、
後
世
の
妖
怪
画
に
影
響
を
与
え
た
と
思
し
き
も
の
も
見
受
け
ら
れ

る
10
。

（
二
）
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
本
に
つ
い
て

　
『
怪
談
楸
笊
』
は
複
数
の
現
存
本
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
江
戸
東
京
博
物
館

寄
託
本
（
以
下
、
江
戸
博
本
）
と
他
館
所
蔵
本
の
比
較
を
通
し
、
初
版
・
後
摺
の
様

相
を
確
認
す
る
。

　

江
戸
博
本
に
つ
い
て
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
、
内
容
は
五
巻
構
成
で
あ
る
も
の

の
、
巻
三
の
途
中
で
「
前
」「
後
」
に
二
分
さ
れ
た
合
二
冊
の
体
裁
を
と
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
【
図
１
】。
序
文
と
各
巻
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
頭
部
分
に
複
数
の
蔵
書
印
が

押
さ
れ
て
お
り
【
図
２
】、
様
々
な
人
の
手
を
経
て
武
蔵
野
文
化
協
会
へ
渡
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
の
特
徴
と
し
て
、
一
〇
編
あ
る
挿
絵
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
分
に
手
彩
色
が
施

さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
前
巻
挿
絵
の

五
編
に
は
、
登
場
人
物
ま
た
は
怪
異

の
台
詞
と
思
し
き
墨
書
が
付
さ
れ
て

い
る
【
図
３
～
12
】。
彩
色
に
つ
い

て
は
、
職
人
等
の
手
に
よ
る
も
の
で

は
な
く
、
所
有
者
の
誰
か
が
描
き
込

ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
台
詞

と
み
ら
れ
る
書
き
込
み
は
、
い
ず
れ

も
本
文
中
に
は
存
在
し
な
い
言
い
回

し
で
あ
り
、
恐
ら
く
所
有
者
が
想
像

で
書
き
加
え
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
後
巻
の

一
部
挿
絵
に
も
彩
色

が
見
ら
れ
る
が
、
前

巻
よ
り
も
彩
色
箇
所

が
少
な
く
、
台
詞
の

書
き
込
み
は
見
ら
れ

な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
彩
色
を
施
し
、

墨
書
を
書
き
込
ん
だ

人
物
や
時
期
に
つ
い

て
詳
細
は
不
明
だ

が
、
落
書
き
を
す
る

ほ
ど
に
版
本
が
ご
く

【図２】江戸博本序文冒頭蔵書印 【図１】江戸博本『怪談楸笊』表紙
前（右）・後（左）

― ―
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【図７】�後・巻三「温泉の妖怪」 
（ただし本挿絵は前・巻三に掲載）

【図４】前・巻一「猫児の忠死」

【図６】前・巻二「花中の鬼女」 【図５】前・巻二「相州の山鬼」

【図３】前・巻一「相州の仙人」

― ―
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【図９】後・巻四「鱸魚呑蛇」

【図13】「江州の勇者」部分 【図12】後・巻五「江州の勇者」

【図11】後・巻五「辻堂の化狐」 【図10】後・巻四「古鼠の妖怪」

【図８】後・巻三「余州の河童」

― ―
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身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

江
戸
博
本
は
序
文
、
奥
書
と
も
に
明
和
四
年
以
外
の
年
代
表
記
は
な
く
、
版
元
も

竹
川
藤
兵
衛
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
版
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
他
館
所
蔵
本
に
つ
い
て

　

江
戸
博
本
と
の
比
較
の
た
め
、
こ
こ
で
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
以
下
、

早
稲
田
本
）11
、
立
教
大
学
池
袋
図
書
館
所
蔵
江
戸
川
乱
歩
旧
蔵
本
（
以
下
、
乱
歩

本
）12
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
本
（
以
下
、
韓
国
本
）13
を
取
り
上
げ
る
。

　

ま
ず
、
早
稲
田
本
に
つ
い
て
は
、
江
戸
博
本
と
同
様
に
明
和
四
年
に
版
元
竹
川
藤

兵
衛
よ
り
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
序
文
や
奥
書
に
差
異
は
な
く
、
初
版
本
で
あ

ろ
う
。
五
巻
合
一
冊
の
体
裁
で
あ
り
、
表
紙
の
題
箋
は
「
古こ

麻ま

左さ

良ら

反へ

」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
挿
絵
等
に
書
き
込
み
は
な
く
、
後
述
の
二
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
目
録
も

見
ら
れ
な
い
。

　

続
い
て
、
乱
歩
本
は
巻
一
か
ら
巻
四
ま
で
の
四
冊
が
残
さ
れ
て
お
り
、
巻
五
を
欠

く
。
江
戸
博
本
、
早
稲
田
本
に
見
ら
れ
る
好
阿
に
よ
る
序
文
は
な
く
、
巻
一
冒
頭
の

「
相
州
の
仙
人
」
か
ら
始
ま
る
。
巻
四
巻
末
の
「
白
犬
知
怪
」
の
後
に
、「
明
和
八
年 

丑
の
年 

如
月
廿
五
日
」
と
奥
書
が
墨
書
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
次
頁
に
は
「
蔵

板
小
説
目
録 

京
寺
町
通
四
条
南
入
町 

山
城
屋
佐
兵
衛
」
と
題
し
た
目
録
が
一
丁
分

追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
京
の
版
元
か
ら
後
年
に
出
版
さ
れ
た
再
版
本
と
さ
れ

る
。

　

最
後
に
、
韓
国
本
は
五
巻
五
冊
の
体
裁
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
頭
に
「
朝
鮮
総
督
府

図
書
館 

国
書
登
録
番
号 

昭
和18.4.15 

古24649

」
の
蔵
書
印
が
見
ら
れ
る
。
日
本

統
治
時
代
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
乱
歩
本
同
様
に
序
文
は
な
く
、
奥

書
は
「
東
都
書
林
」
の
表
記
の
み
で
あ
り
、
初
版
本
に
見
ら
れ
る
「
竹
川
藤
兵
衛
版
」

の
文
字
は
版
木
か
ら
削
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
五
巻
末
に
「
崇
文
堂
蔵
版
書
目 

江
都
日
本
橋
通
南
三
丁
目 

前
川
六
左
衛
門
14
」
と
す
る
目
録
が
二
丁
に
渡
り
追
加

さ
れ
て
お
り
、
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
江
戸
の
別
の
版
元
か
ら
再
版
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
初
版
本
と
み
ら
れ
る
江
戸
博
本
、
早
稲
田
本
が
出
版
さ
れ
て

以
降
も
、
別
の
版
元
か
ら
『
怪
談
楸
笊
』
の
再
版
本
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
以

外
で
も
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
は
京
の
版
元
で
再
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
改
題
本
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
出
版
以
降
に
少
な
く
と
も
二
度
の
再
版
が
確

認
で
き
る
こ
と
か
ら
、『
怪
談
楸
笊
』
は
か
な
り
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

二　

所
収
怪
談
と
『
諸
州
奇
事
談
』

（
一
）
所
収
怪
談
の
構
成

　
『
怪
談
楸
笊
』
に
収
録
さ
れ
た
全
四
一
編
の
怪
談
に
つ
い
て
、
題
名
、
地
域
、
登

場
す
る
怪
異
あ
る
い
は
神
仏
の
霊
験
、
読
み
取
れ
る
教
訓
的
要
素
、
挿
絵
の
有
無
を

【
表
１
】
に
ま
と
め
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
怪
談
の
舞
台
と
な
る
地
域
は
多
岐
に
渡

る
が
、
そ
の
半
数
は
関
東
が
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
四
一
編
の
怪
談
の
う
ち
、
二
六

編
に
は
教
訓
と
す
べ
き
心
構
え
や
気
質
、
戒
め
と
す
べ
き
行
い
、
あ
る
い
は
神
仏
の

功
徳
や
信
心
と
い
っ
た
要
素
を
看
取
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
巻
一
「
江
州
の
大
蛇
」
で
は
、
村
人
を
困
ら
せ
る
う
わ
ば
み
（
大
蛇
）

退
治
を
安
請
け
合
い
し
た
浪
人
が
、
大
蛇
を
目
に
す
る
な
り
引
き
返
し
、「
此
う
は

ば
み
、
す
で
に
鱗
三
つ
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
龍
に
変
か
ゝ
り
た
る
な
る
べ
し
。
我
力

の
及
ぶ
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
退
治
を
諦
め
て
し
ま
う
。
す
る
と
浪
人
の
弟
が
「
武

― ―
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【表１】『怪談楸笊』所収怪談

巻 江戸博本 題 地域 怪異・霊験 教訓的要素 挿絵

一

前

相州の仙人 上総国久留里 仙人 長生きのための養生 図３
猿の相撲 越後国 猿 ― ―
江州の大蛇 近江国枝川 うわばみ（大蛇） 武士の理想像、臆病への戒め ―
笠嶋の神社 上総国から安房国 祟り、雨乞い 信心深さ ―
滝口の章魚 上総国から安房国 章魚、祟り 言い伝えへの背信の戒め ―
旅人の手柄 上総国から安房国 蛸 豪放 ―
猫児の忠死 江戸 猫 忠心 図４

二

相州の山鬼 相模国大山 さとり（山鬼） ― 図５
笹山の傀儡 丹波国笹山 傀儡 恩儀への背信の戒め ―
老女の悪報 陸奥国 奇病 因果応報 ―
蕣花の妖怪 ― 首なきむくろ（悪霊） 因果応報 ―
古狸の腹鼓 相模国鎌倉 狸 ― ―
熊野の霊石 下総国印旛郡 霊石 信心深さ ―
幽魂の闘諍 江戸麻布谷町 幽魂 供養の大切さ ―
執着の小袖 武蔵国 小袖から伸びる手 執着心への戒め ―
少女の懺悔 上総国 呪詛 執着心への戒め、親孝行、怨憎会苦 ―
花中の鬼女 備中国 鬼女 信心深さ 図６
市原の大蛇 上総国市原郡 大蛇 ― ―

三

江州の貪夫 近江国 ― 不慈への戒め、因果応報 ―

後

古塚の妖怪 ― 怪火 占いを過信することへの戒め ―
温泉の妖怪 相模国 貂 ― 図７
猫鬼の教場 ― 猫 ― ―
麻布の古狐 江戸麻布 狐 ― ―
余州の河童 伊予国越智郡 水虎（がわたらう） ― 図８

四

古猫党野狐 出羽国 女の首（狐） 一芸に慢心することへの戒め ―
鱸魚呑蛇 上総国松野村 鱸 ― 図９
千葉の猛夫 下総国千葉 見越入道（狸） 豪胆 ―
封の生捕 ― 封（がはたろう） ― ―
大鳥抓人 但馬国湯嶋 大鳥 ― ―
古鼠の妖怪 ― 古鼠 ― 図10
鱸魚人を追 上総国市野川 鱸 ― ―
猫が嶽の大蛇 信濃国 大蛇、大鷲 ― ―
白犬知怪 越後国 化猫、白犬 恩儀 ―

五

羽州の大猪 出羽国 大猪 ― ―
辻堂の化狐 越後国国上山 石仏（狐狸） 信心深さ 図11
市ヶ坂の化生 安房国、上総国 妖怪、狼 信心深さ、恩義 ―
墁逭会天狗 武蔵国赤羽根 山伏（天狗） 高慢への戒め ―
火車現葬所 石見国、安芸国 火車 慳貪への戒め ―
邪慳の姥震死 武蔵国足立郡 雷 邪慳への戒め ―
江州の勇者 近江国 祟り、小山ごとくなる法師 勇気 図12
酒毒胸を破裂 上総国夷隅郡 ― 痛飲への戒め ―

― ―
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士
た
る
も
の
ゝ
一
言
は
、
金
石
よ
り
重
し
、
命
は
義
に
よ
り
て
塵
芥
よ
り
軽
し
、（
中

略
）
一
旦
退
治
せ
ん
と
請
合
、
今
さ
ら
鱗
生
じ
た
り
と
て
退
く
事
や
あ
る
べ
き
」
と

発
破
を
か
け
る
。
そ
の
言
葉
に
同
心
し
た
浪
人
は
、
弟
と
協
力
し
、
機
転
を
利
か
せ

て
つ
い
に
大
蛇
退
治
を
成
し
遂
げ
る
。
勇
気
あ
る
弟
が
い
な
け
れ
ば
、
浪
人
は
臆
病

者
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
武
名
を
残
す
こ
と
も
叶
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
締
め
く
く

ら
れ
る
こ
の
怪
談
は
、
武
勇
に
優
れ
た
武
士
の
理
想
像
を
示
す
と
共
に
、
臆
病
へ
の

戒
め
を
教
訓
と
し
て
い
る
と
取
れ
る
。
ま
た
、
大
蛇
退
治
の
緊
迫
し
た
戦
闘
描
写
も

あ
り
、
後
の
読
本
を
思
わ
せ
る
盛
り
上
が
り
を
有
し
た
一
編
で
あ
る
。

　

神
仏
へ
の
信
心
深
さ
ゆ
え
に
怪
異
か
ら
助
か
っ
た
怪
談
と
し
て
は
、
巻
二
「
花
中

の
鬼
女
」
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
桜
の
花
盛
り
に
吉
備
津
宮
の
社
人
が
、
何
者

か
に
追
わ
れ
て
い
る
様
子
の
な
ま
め
か
し
い
女
に
呼
び
止
め
ら
れ
、
助
け
を
乞
わ
れ

る
。
悩
ん
だ
末
に
匿
お
う
と
社
人
が
女
を
連
れ
宮
居
へ
向
か
う
と
、
女
が
社
人
の
手

を
取
っ
た
。
そ
の
手
は
鉄
石
の
よ
う
に
冷
た
く
、
怪
し
く
思
い
女
の
顔
を
見
れ
ば
、

忽
ち
恐
ろ
し
い
形
相
の
鬼
女
に
変
化
し
、
社
人
を
引
き
裂
こ
う
と
手
を
か
け
る
【
図

６
】。
社
人
が
吉
備
津
宮
の
神
へ
一
心
に
祈
っ
て
い
る
と
、
遠
く
に
花
見
客
の
声
や

唄
が
聞
こ
え
、
鬼
女
は
か
き
消
え
て
い
っ
た
。
終
わ
り
に
は
「
吉
備
津
宮
の
神
徳
に

寄
て
、
あ
や
ふ
き
を
ま
ぬ
が
れ
給
ひ
ぬ
と
、
い
よ
〳
〵
渇
仰
の
か
ふ
べ
を
か
た
む
け

け
る
よ
し
」
と
あ
り
、
社
人
の
信
心
深
さ
と
、
そ
れ
に
神
力
が
応
え
た
と
す
る
解
釈

が
付
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
女
性
の
言
を
容
易
く
信
用
し
た
た
め
に
恐
ろ
し
い

目
に
あ
っ
た
と
い
う
、
寓
意
的
な
戒
め
と
取
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

　

右
記
の
よ
う
な
明
ら
か
な
教
訓
性
や
霊
験
等
が
確
認
で
き
な
い
残
り
の
所
収
怪
談

に
つ
い
て
は
、
そ
の
怪
異
の
ほ
と
ん
ど
が
狐
狸
や
猿
、
猫
、
貂
な
ど
、
人
を
化
か
す
、

襲
う
、
祟
る
と
さ
れ
る
動
物
の
怪
異
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
存
在
自
体
を
警
戒
す
べ
き

と
い
う
内
容
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
巻
三
「
猫ね

こ

鬼ま
た

の
教け

い
こ
ば場

」
は
、
と
あ
る
武
士
の

家
へ
異
様
に
猫
が
集
ま
る
様
子
を
腰
元
が
覗
き
見
る
と
、
手
飼
い
の
古
猫
を
上
座
に

据
え
、
集
ま
っ
た
猫
た
ち
が
尊
敬
の
体
で
ひ
れ
伏
し
て
い
る
。
こ
れ
は
化
猫
だ
と
驚

い
た
腰
元
が
主
人
に
こ
の
こ
と
を
告
げ
る
と
、「
そ
の
ま
ゝ
差
置
べ
き
事
に
あ
ら
ず
」

と
若
党
を
連
れ
留
守
に
す
る
と
見
せ
か
け
、
猫
の
集
会
を
覗
き
見
る
。
そ
こ
に
は
古

猫
を
師
匠
と
し
て
、
四
、五
十
匹
の
猫
た
ち
が
飛
び
上
が
る
稽
古
を
し
て
い
た
。
家

の
者
が
武
器
や
熊
手
を
手
に
一
斉
に
討
ち
入
り
、
化
猫
た
ち
を
追
い
詰
め
て
い
く
な

か
、
古
猫
は
逃
げ
失
せ
、
そ
の
後
は
怪
し
い
こ
と
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
当

時
の
人
々
に
と
っ
て
、
猫
は
鼠
を
捕
る
益
獣
、
あ
る
い
は
可
愛
ら
し
い
愛
玩
動
物
で

あ
る
と
同
時
に
、
怪
し
げ
な
挙
動
を
す
る
も
の
は
化
猫
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
容
赦
な

く
退
治
す
る
対
象
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
仏
教
に
お
い
て
猫
は
悪
獣
と
捉
え
ら
れ
お

り
、
巻
四
「
白
犬
知
怪
」
も
、
怪
し
い
挙
動
を
見
せ
始
め
た
飼
い
猫
を
追
い
出
し
た

結
果
、
恐
ろ
し
い
化
猫
と
な
っ
て
襲
い
掛
か
っ
て
く
る
と
い
う
怪
談
で
あ
る
。
一
方

で
、
猫
が
貧
し
い
飼
い
主
の
た
め
に
盗
み
を
働
く
巻
一
「
猫
児
の
忠
死
」
の
よ
う
な
、

飼
い
主
に
忠
義
を
見
せ
る
怪
談
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
人
間
の
よ
う
に
集
っ
て

稽
古
を
し
た
り
、
戸
を
開
け
閉
め
し
た
り
と
、
獣
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
挙
動
を
す

る
猫
を
江
戸
時
代
の
人
々
は
怪
異
と
し
て
捉
え
、
多
く
の
怪
談
に
登
場
さ
せ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
怪
談
楸
笊
』
所
収
の
怪
談
は
、
教
訓
性
を
含
む
怪
談
、
唱
導
性

を
含
む
怪
談
、
そ
し
て
教
訓
性
の
薄
い
、
ま
た
は
見
ら
れ
な
い
、
動
物
の
怪
異
を
取

り
上
げ
た
三
種
の
分
類
が
可
能
で
あ
る
。

（
二
）『
諸
州
奇
事
談
』
に
つ
い
て

　

続
い
て
、
怪
異
小
説
と
し
て
の
『
怪
談
楸
笊
』
の
元
と
な
っ
た
『
諸
州
奇
事

談
』15
の
概
要
を
見
て
み
る
。

　
『
諸
州
奇
事
談
』
は
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
江
戸
の
版
元
で
あ
る
須
原
屋
平

― ―
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左
衛
門
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
当
時
写
本
と
し
て
出
回
っ
て
い
た
と
さ

れ
る
怪
談
集
『
向
燈
賭
話
』（
中
村
満
重
著
・
元
文
四
年
）
を
粉
本
と
し
て
い
る
こ

と
が
、
好
阿
の
門
人
で
あ
る
静
観
房
静
話
に
よ
る
跋
文
に
示
さ
れ
て
い
る
16
。

　

�

此
書
は
も
と
向
燈
賭
話
と
号
し
て
、
東
都
の
隠
士
中
村
氏
の
集
め
お
か
れ
て
、
正

続
二
篇
あ
り
。
巻
は
十
餘
り
談
は
数
百
条
、
皆
近
世
の
事
実
な
り
。
其
中
よ
り
撰

ひ
と
り
て
、
繁
き
を
芟
、
欠
た
る
を
補
ひ
、
諸
州
奇
事
談
と
名
付
し
は
、
書
林
の

需
に
よ
り
て
、
吾
師
の
房
の
、
好
阿
弥
陀
仏
が
、
老
の
く
り
事
せ
し
な
り
。
今
又

其
由
を
巻
尾
に
し
る
す
は
、
門
人
静
話
筆
を
隅
田
川
の
流
に
そ
ゝ
ぐ

　
　
　
　

寛
延
三
年
の
初
春

　

右
記
の
通
り
、『
向
燈
賭
話
』
か
ら
選
ん
だ
怪
談
を
「
吾
師
の
房
の
好
阿
弥
陀
仏
」、

つ
ま
り
好
阿
が
間
引
い
た
り
補
っ
た
り
し
て
ま
と
め
、『
諸
州
奇
事
談
』
と
名
付
け

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
巻
五
「
酒
毒
胸
を
破
裂
」
の
文
末
で
も
好
阿
自
身
が
「
此

事
向
燈
賭
話
の
続
篇
に
し
る
し
置
し
作
者
の
心
を
汲
て
」
と
粉
本
に
言
及
し
て
い
る
。

　

こ
の
『
諸
州
奇
事
談
』
と
『
向
燈
賭
話
』
の
二
作
所
収
の
怪
談
の
対
比
に
つ
い
て

は
、
近
藤
瑞
木
氏
の
論
考
で
詳
し
く
検
証
が
成
さ
れ
て
い
る
17
。
こ
れ
に
よ
り
、
巻

一
「
猿
の
相
撲
」、「
江
州
の
大
蛇
」、「
猫
児
の
忠
死
」、
巻
四
「
千
葉
の
猛
夫
」、「
封

の
生
捕
」、「
大
鳥
抓
人
」、「
古
鼠
の
妖
怪
」、「
猫
が
嶽
の
大
蛇
」、
巻
五
「
羽
州
の

大
猪
」、「
火
車
現
葬
所
」
の
一
〇
編
の
怪
談
の
典
拠
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
検
証
は
二
〇
編
を
収
め
る
抄
出
本
と
、
六
八
編
を
収
め
る
異
本
に

よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、「
数
百
条
」
を
有
す
る
と
い
う
完
本
で
な
い
点

は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
近
藤
氏
は
、
こ
の
『
諸
州
奇
事
談
』
と
『
向
燈
賭
話
』
の

所
収
怪
談
の
対
比
を
踏
ま
え
、
好
阿
が
典
拠
と
し
た
怪
談
に
何
か
し
ら
の
教
訓
性
や

啓
蒙
性
を
見
出
し
、
自
身
の
解
釈
の
も
と
に
「
欠
た
る
を
補
」
っ
て
、
怪
談
を
よ
り

談
義
的
内
容
に
落
と
し
込
ん
だ
と
し
、
そ
れ
が
好
阿
の
怪
異
小
説
の
執
筆
姿
勢
で
あ
っ

た
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
好
阿
が
『
諸
州
奇
事
談
』
以
前
の
延
享
五
年

（
一
七
四
八
）
に
著
し
た
『
華
鳥
百
談
』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
ち
ら
は
一
六

世
紀
末
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
説
話
集
『
義
残
後
覚
』
を
粉
本
に
し
て
い
る
。
な

お
、『
華
鳥
百
談
』
は
後
の
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
に
後
篇
と
し
て
『
怪
談
御
伽
童
』

が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
既
成
の
怪
談
か
ら
、
好
阿
は
談
義
に
通
じ
る
教
訓
性
を
見
出
し
、
怪
異

小
説
を
構
成
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
の
著
作
は
出
版
以
後
に
繰
り
返
し
再
版
さ
れ
、

さ
ら
に
改
題
本
も
広
く
世
に
出
る
こ
と
と
な
る
。『
諸
州
奇
事
談
』
の
後
摺
本
で
あ

る
『
豊
年
珍
話
談
』
は
、
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
に
江
戸
の
版
元
・
辻
村
五
兵

衛
に
よ
り
出
版
さ
れ
、『
怪
談
楸
笊
』
は
既
述
の
通
り
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
刊
、

さ
ら
に
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
は
『
夭
怪
奇
変
』
と
い
う
改
題
本
も
江
戸
・
出

雲
寺
和
泉
掾
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
諸
州
奇
事
談
』
は
、
確
認
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
三
度
に
渡
っ
て
題
を
変
え
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
好
阿
自
身

も
、『
諸
州
奇
事
談
』
に
版
元
や
読
者
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

三　

静
観
房
好
阿
の
怪
異
小
説
と
談
義
本

　

本
章
で
は
、『
怪
談
楸
笊
』
の
作
者
で
あ
る
静
観
房
好
阿
の
概
略
と
、
好
阿
が
怪

異
小
説
作
者
か
ら
談
義
本
作
者
に
な
る
ま
で
の
流
れ
を
概
観
す
る
。

　

今
で
こ
そ
談
義
本
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
好
阿
だ
が
、
そ
の
出
自
は
諸
説
あ
る
。

有
力
な
も
の
と
し
て
は
、
両
国
橋
に
ほ
ど
近
い
淡
雪
豆
腐
屋
を
営
み
、
後
に
店
株
を

― ―
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人
に
譲
り
、
手
習
師
匠
を
し
な
が
ら
著
作
活
動
を
し
た
山
本
善
五
郎
と
す
る
江
戸
人

説
と
、
浄
土
宗
の
僧
で
あ
っ
た
が
、
還
俗
し
て
大
阪
薩
摩
掘
で
医
者
と
な
っ
た
積
慶

堂
徳
孤
子
と
す
る
上
方
人
説
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
浅
野
三
平
氏
に

よ
り
詳
細
が
ま
と
め
ら
れ
た
18
。
浅
野
氏
は
両
説
を
検
討
し
、
上
方
人
説
を
有
力
と

し
た
が
、
一
方
で
既
出
の
近
藤
氏
は
江
戸
人
説
を
有
力
と
し
て
い
る
19
。
両
説
の
検

討
を
見
る
に
、
少
な
く
と
も
上
方
出
身
の
好
阿
が
、
談
義
僧
と
し
て
諸
国
を
行
脚
し
、

そ
の
後
に
還
俗
し
て
江
戸
と
上
方
を
行
き
来
し
な
が
ら
著
作
活
動
を
続
け
て
い
た
こ

と
は
、
著
作
の
版
元
を
管
見
し
て
も
、
江
戸
・
上
方
の
両
方
が
確
認
で
き
る
た
め
、

ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

好
阿
の
著
作
は
、
そ
の
筆
名
も
複
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
著
し
た
と
さ
れ

る
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
刊
『
御
伽
空
穂
猿
』
で
は
「
摩
志
田
好
話
」20
、
延
享

五
年
の
『
華
鳥
百
談
』
で
は
「
静
観
堂
好
話
」21
な
ど
が
確
認
で
き
、『
諸
州
奇
事
談
』

以
降
、『
下
手
談
義
』
に
も
用
い
た
「
静
観
房
好
阿
」
が
主
に
な
っ
て
い
っ
た
。『
下

手
談
義
』
の
続
編
で
あ
る
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
の
『
教
訓
続
下
手
談
義
』（
以
下
、

『
続
下
手
談
義
』）
で
は
、「
西
向
庵
好
阿
」
と
跋
文
で
記
し
て
い
る
。「
摩
志
田
」
は

著
作
の
猿
を
連
想
し
た
筆
名
で
あ
ろ
う
が
、
話
好
き
の
「
好
話
」
か
ら
阿
弥
号
の
「
好

阿
」
へ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
怪
異
小
説
作
者
か
ら
談
義
本
作
者
と
し
て
の
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
よ
る
も
の
と
の
指
摘
が
あ
る
22
。
な
お
、『
怪
談
楸
笊
』
に
お
い
て
は
、

序
文
で
「
恵
方
の
道
の
端 

道
陸
神
の
別
当 

静
観
房
」
と
い
っ
た
名
乗
り
を
し
て
お
り
、

肩
の
力
を
抜
い
た
よ
う
な
気
軽
さ
が
見
て
取
れ
る
。

　

好
阿
は
複
数
の
怪
異
小
説
を
世
に
出
し
た
が
、
そ
の
足
跡
は
『
下
手
談
義
』
の
出

版
前
と
後
と
で
分
け
ら
れ
る
。
粉
本
を
参
考
に
自
身
な
り
の
教
訓
性
を
解
釈
し
、
そ

れ
を
も
と
に
怪
談
を
著
し
た
『
御
伽
空
穂
猿
』『
華
鳥
百
談
』『
諸
州
奇
事
談
』
を
経

て
、
好
阿
は
怪
談
を
主
題
と
し
な
い
、
談
義
こ
そ
を
メ
イ
ン
と
し
た
『
下
手
談
義
』

を
著
し
た
。
翌
年
に
は
続
編
の
『
続
下
手
談
義
』
も
続
け
て
出
版
し
て
お
り
、
そ
の

手
応
え
は
確
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
そ
れ
以
降
も
怪
異
小
説

の
出
版
は
あ
っ
た
が
、
新
た
な
著
作
で
は
な
く
、
過
去
作
の
後
摺
や
改
題
本
が
主
と

な
っ
た
。『
怪
談
楸
笊
』
を
始
め
と
す
る
そ
れ
ら
に
も
再
版
本
が
確
認
で
き
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
好
阿
の
著
し
た

教
訓
性
を
内
包
す
る
怪
異
小
説
は
、
後
の
談
義
本
へ
の
展
開
に
向
け
た
助
走
的
役
割

が
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

好
阿
が
著
し
た
怪
異
小
説
『
怪
談
楸
笊
』
の
概
要
を
紹
介
し
な
が
ら
、
江
戸
博
本
・

他
館
所
蔵
本
に
つ
い
て
比
較
し
、
ま
た
所
収
怪
談
の
構
成
か
ら
見
出
せ
る
教
訓
性
や
、

元
と
な
っ
た
『
諸
州
奇
事
談
』
と
粉
本
『
向
燈
賭
話
』
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
好
阿

が
既
存
の
怪
談
か
ら
教
訓
性
を
見
出
し
、
自
身
の
解
釈
を
加
え
て
怪
異
小
説
を
著
し

た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
後
の
談
義
本
へ
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
見
て
き
た
。

　
『
下
手
談
義
』
の
出
版
以
降
、
談
義
本
は
江
戸
で
大
流
行
し
、
多
く
の
類
書
も
刊

行
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
が
後
の
滑
稽
本
や
読
本
、
黄
表
紙
へ
と
展
開
し
て
い
く
様
相
を

見
る
と
、
好
阿
の
怪
異
小
説
が
談
義
本
へ
の
展
開
を
見
せ
た
こ
と
は
、
江
戸
の
文
学

や
出
版
文
化
を
考
え
る
う
え
で
も
興
味
深
い
一
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

談
義
僧
を
ル
ー
ツ
と
す
る
好
阿
の
来
歴
や
著
作
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
未
だ
検
証

が
必
要
な
も
の
や
、
資
料
不
足
に
よ
り
明
ら
か
で
な
い
事
項
も
少
な
く
な
い
が
、
好

阿
が
著
作
の
主
題
と
し
た
こ
と
は
、
社
会
風
俗
を
滑
稽
に
表
現
し
な
が
ら
、
良
い
行

い
を
奨
励
し
、
悪
い
行
い
を
戒
め
る
と
い
っ
た
、
ま
さ
に
談
義
僧
が
語
る
教
訓
的
内

容
で
あ
っ
た
。
実
際
に
、
好
阿
は
『
怪
談
楸
笊
』
の
な
か
で
も
、
談
義
僧
の
体
で
語
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ら
れ
た
怪
談
を
取
り
上
げ
て
い
る
（
巻
五
「
邪
慳
の
姥
震
死
」
な
ど
）。

　

談
義
本
の
祖
と
し
て
江
戸
の
出
版
文
化
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
『
下
手
談
義
』、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
醸
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
怪
異
小
説
群
は
、
好
阿
の
著
作
活
動
の

検
討
に
お
い
て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
註
】

１　

中
野
三
敏
「
談
義
本
の
作
者 
静
観
房
好
阿
」（『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
九
号
）　

一
九
九
四
年　

六
三
～
六
四
頁

２　

武
蔵
野
文
化
協
会
「
藤
沢
衛
彦
文
庫
目
録
（
和
書
編
）」（『
武
蔵
野 

第
七
一
号
』）　

一
九
九
三
年　

五
二
頁
。
資
料
番
号02151804

・5

３　

一
章
（
三
）
で
後
述
す
る
乱
歩
本
、
韓
国
本
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

４　
『
伽
婢
子
』
を
始
め
と
す
る
翻
案
怪
異
小
説
に
つ
い
て
の
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
概

要
は
下
記
文
献
に
詳
し
い
。

　
　

・
太
刀
川
清
『
近
世
怪
異
小
説
研
究
』
笠
間
書
院　

一
九
七
九
年

　
　

・
江
本
裕
校
訂
『
伽
婢
子
』
平
凡
社　

一
九
八
七
年

　
　

・
堤
邦
彦
『
江
戸
の
怪
異
譚 

地
下
水
脈
の
系
譜
』
ぺ
り
か
ん
社　

二
〇
〇
四
年

５　

太
刀
川
清
「『
伽
婢
子
』
の
創
作
意
図
」（『
長
野
県
短
期
大
学
紀
要 

三
二
号
』）
一
九
七
七
年

６　

中
野
三
敏
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

八
一 

田
舎
荘
子 

当
世
下
手
談
義 

当
世
穴
さ
が
し
』
岩

波
書
店　

一
九
九
〇
年 

三
八
一
頁

７　

時
代
は
下
る
が
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
刊
行
の
『
江
戸
買
物
獨
案
内
』（
新
日
本
古
典

籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
請
求
記
号
「D

IG-A
JN

M
-139

」（http://kotenseki.nijl.ac.jp/
biblio/100249553/

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
一
日
）
に
「
泰
山
堂 

元
大

工
町
新
道 

唐
本 

和
本 

石
刻 

諸
宗
御
経
類 

書
物
問
屋 

竹
川
藤
兵
衛
」
の
記
載
が
あ
る
。

８　

本
来
は
白
偏
に
業
の
表
記
。

９　

太
刀
川
清
「
静
観
房
好
阿
の
怪
異
小
説
」（『
国
語
国
文
研
究 

六
八
号
』）
北
海
道
大
学
国
文

学
会 

一
九
八
二
年 

四
七
頁

10　

巻
二
「
相
州
の
山
鬼
」
の
挿
絵
に
描
か
れ
る
膝
を
抱
え
た
姿
の
山
鬼
は
、
漫
画
家
・
水
木
し

げ
る
（
一
九
二
二
〜
二
〇
一
五
）
が
描
い
た
妖
怪
・
山
鬼
の
モ
デ
ル
と
み
ら
れ
て
い
る
。

11　

早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
請
求
番
号
「
ヘ13 03192

」�

（https://w
w
w
.w

ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm

l/he13/he13_03192/index.htm
l

）

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
一
日
）

12　

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
請
求
記
号
「D

IG-RK
RP-394

」�

（https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100297688/

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
一
〇

月
二
一
日
）

13　

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
請
求
記
号
「365-202-3

」（https://kotenseki.nijl.
ac.jp/biblio/100221090/

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
一
日
）

14　

註
７
同
書
に
「
日
本
橋
新
右
衛
門
町 

唐
本 

和
本 

仏
書 

石
刻 

書
物
問
屋 

前
川
六
左
衛
門
」

の
記
載
が
あ
る
。

15　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号
「235-163

」）
を
参
照
し
た
。

16　

註
９　

五
二
頁

17　

近
藤
瑞
木
「
写
本
か
ら
刊
本
へ
―
初
期
読
本
怪
談
集
成
立
の
一
側
面
―
」（『
都
大
論
究
』

三
二
号
）
一
九
九
五
年　

一
五
頁

18　

浅
野
三
平
「
静
観
房
好
阿
」（『
女
子
大
国
文
』
第
六
二
号
）
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会　

一
九
七
一
年

19　

近
藤
瑞
木
「
玉
華
子
と
静
観
房
―
談
義
本
作
者
た
ち
の
交
流
―
」（『
近
世
文
芸
』）
日
本
近

世
文
学
会　

一
九
九
七
年　

四
四
～
四
七
頁

20　

早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
請
求
番
号
「
ヘ13 01647

」�

（https://w
w
w
.w

ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm

l/he13/he13_01647/index.htm
l

）

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
一
日
）

21　

九
州
大
学
附
属
図
書
館 

請
求
記
号
「
読
本 

Ⅱ-

３
／
延
享
５
／
ジ-

１-

２
」�

（https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_details/?lang=0&
am

ode=11&
bibid=�

1000866178

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
一
日
）

22　

註
18　

二
七
頁

― ―
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